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今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
　
　
　
二
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
七
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
七
月
三
十
一
日
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例

補
正
予
算
な
ど

十
六
件
全
部
を
可
決

六
月
定
例
議
会

市議会だより

六
月
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
の
四
日
間
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
も
な
議
案
は
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
沿

岸
漁
業
近
代
化
資
金
助
成
条
例
、
四
〇
年
度
補
正
予
算

な
ど
あ
わ
せ
て
十
六
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
お
わ
り

ま
し
た
。

こ
の
た
び
可
決
さ
れ
た
十
六
議

案
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
は
っ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

・
　
長
門
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
せ
っ
め
い
）

こ
れ
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
っ
て
そ
の
う
ち
の
関
係
部
分
を

改
正
し
た
も
の
で
１
未
成
年
者
、

障
害
者
な
ど
の
課
税
免
税
点
を
二

万
円
引
き
上
げ
二
十
二
万
円
に
さ

れ
た
。
２
法
人
市
民
税
の
引
き
上

げ
。
３
軽
四
輪
乗
用
車
税
の
引
き

上
げ
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
四
月
一

日
か
ら
実
施
。

・
　
長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例

（
せ
つ
め
い
）

こ
れ
は
、
市
営
相
撲
場
を
、
市

民
遊
園
地
に
改
修
し
た
と
こ
ろ
、

市
民
の
利
用
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
施
設
の
管
理
上
か
ら

条
例
を
つ
く
つ
た
も
の
。

・
　
長
門
市
沿
岸
漁
業
近
代
化
資

金
助
成
条
例

（
せ
つ
め
い
）

最
近
、
沿
岸
漁
業
の
不
振
に
国

県
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
施
策
を
講
じ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
沿
岸
漁

業
の
近
代
化
資
金
の
融
資
を
円
滑

に
お
こ
な
い
、
経
営
の
近
代
化
と

合
理
化
を
さ
ら
に
す
す
め
る
た
め

従
米
の
制
度
を
あ
ら
た
め
て
、
本

条
例
を
も
う
け
た
も
の
。

・
　
長
門
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

（
せ
つ
め
い
）

こ
れ
は
、
六
月
で
任
期
満
了
に

な
っ
た
同
委
員
、
津
森
　
泰
氏
の

後
任
を
選
任
す
る
も
の
で
、
市
長

か
ら
　
津
森
　
泰
氏
（
板
持
四
区

）
を
再
選
し
た
い
旨
の
同
意
を
求

め
ら
れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た

・
　
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
せ
っ
め
い
）

こ
れ
は
、
当
初
予
算
成
編
成
の

う
ち
、
国
、
県
の
補
助
基
準
の
改

訂
や
特
に
緊
急
必
要
な
も
の
を
計

上
し
た
も
の
で
（
約
三
二
六
〇
万

円
増
）
お
も
な
事
業
名
は
っ
ぎ
の

と
お
り
。

○
湯
の
家
（
俵
山
）
改
築
追
加

○
県
道
青
海
島
線
（
大
日
比
、

田
ノ
浦
）
改
良

○
農
業
経
営
近
代
化
施
設
（
種

鶏
舎
）

○
俵
山
小
、
中
合
同
プ
ー
ル
建

設

1
2回
市
民

水
泳
大
会

８
月
１
日
水
高
で

長
門
市
民
水
泳
大
会
は
、
こ
と

し
で
十
二
回
を
迎
え
ま
す
が
、
今

回
は
、
県
立
水
産
高
校
プ
ー
ル
で

、
学
生
の
ブ
が
午
前
九
時
か
ら
、

一
般
は
午
後
一
時
か
ら
ひ
ら
か
れ

ま
す
。

競
技
種
目
は
、
小
、
中
、
高
校

一
般
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
形

背
泳
、
平
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
リ

レ
ー
で
出
場
希
望
者
は
、
七
月
二

十
四
日
ま
で
に
、
市
教
委
内
、
体

育
協
会
あ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。小

さ
な
親
切
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い

山
口
県
で
は
「
小
さ
な
親
切
運

動
」
を
ひ
ろ
く
す
す
め
る
た
め
、

毎
月
善
行
者
を
表
彰
し
ま
す
。

ノ
小
さ
な
親
切
な
ど
善
行
を
見
か

け
ら
れ
た
ら
、
大
津
教
育
事
務
所

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
ざ
い
。

ご
連
絡
い
た
だ
く
事
項
は

善
行
者
の
氏
名
と
年
令
、
住

所
、
職
業
お
よ
び
勤
務
先
ま

た
は
学
校
名
、
学
年
、
善
行

の
あ
ら
ま
し

子
ど
も
た
ち
に

楽
し
い
夏
休
み
を

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
夏
休
み

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
夏
休
み
を
た
い
せ
っ
に
す

ご
す
た
め
に
は
、
学
校
の
き
ま
り

、
地
域
の
き
ま
り
、
家
の
き
ま
り

を
ま
も
っ
て
、
親
と
子
の
共
同
計

画
に
そ
っ
た
生
活
を
す
る
こ
と
が

た
い
せ
っ
で
す
。

た
い
せ
つ
な
子
ど
も
が
生
命
を

な
く
し
た
り
、
傷
つ
い
た
り
、
ま

た
悪
い
遊
び
に
は
い
る
こ
と
な
く

、
市
民
の
皆
さ
ん
全
員
で
見
守
っ

て
や
り
ま
し
よ
う
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
と
し

も
次
の
と
お
り
夏
休
み
期
間
中
に

教
育
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

通
地
区

午
前
九
時
、
午
後
九
時

仙
崎
地
区

現
在
の
ミ
ユ
ー
ジ
ツ
ク
サ
イ
レ

ン
を
使
用

深
川
地
区

午
前
十
時
、
午
後
六
時
、
九
時

湯
本
地
区

午
前
十
時
、
午
後
六
時
、
九
時

大
畑
地
区

午
前
十
時
、
午
後
六
時
、
九
時

俵
山
地
区

午
前
十
時
、
午
後
九
時

健
康

手
帳

暑
い
夏
を
健
康
に

夏
は
、
せ
き
り
、
え
き
り
。
小

児
ま
ひ
、
日
本
脳
炎
、
食
中
毒
な

ど
が
大
流
行
す
る
季
節
。

こ
れ
ら
の
病
気
を
退
治
し
、
わ

た
し
た
ち
の
健
康
を
増
進
し
、
幸

福
な
生
活
を
し
よ
う
と
「
夏
の
健

康
を
守
る
運
動
」
が
全
国
的
に
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め

に
は１

　
手
洗
い
は
念
入
り
に
す
る

２
　
よ
ご
れ
た
下
着
類
は
着
な

３
　
ハ
エ
、
カ
、
ゴ
キ
ブ
リ
（

油
虫
し
）
、
ナ
メ
ク
ジ
、

ね
ず
み
な
ど
を
退
治
す
る

４
　
食
べ
物
は
き
れ
い
な
店
で

買
い
、
衛
生
的
に
処
理
す

５
　
な
ま
水
は
飲
ま
な
い
。

６
　
ね
び
え
を
し
な
い

。

７
　
梅
雨
が
あ
け
た
の
で
、
部

落
こ
ぞ
っ
て
清
掃
す
る
。

８
　
い
ろ
い
ろ
な
予
防
注
射
は

す
す
ん
で
う
け
る
。

子
ど
も
た
ち
を

水
魔
か
ら
守
ろ
う

夏
休
み
が
は
じ
ま
る
と
、
子
ど

も
た
ち
の
天
国
、
海
へ
川
へ
と
毎

日
楽
し
く
泳
ぎ
ま
す
が
、
反
面
、

水
の
犠
牲
者
が
出
る
の
が
一
番
多

い
季
節
。

危
険
な
場
所
で
泳
が
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
泳
ぎ
に
行
く
場
合
は

か
な
ら
ず
大
人
と
い
つ
し
よ
に
出

か
け
ま
し
よ
う
。

こ
と
し
も
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
ご
協
力
で
、
危
険
な
海
岸
や
川

な
ど
に
標
識
が
た
て
て
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
は

行
か
な
い
こ
と
が
ま
ず
第
一
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
泳
ぐ
人
を
見
か
け
た
ら
注

意
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

戦
没
者
遺
族
に

特
別
弔
慰
金

こ
と
し
は
、
終
戦
か
ら
ち
よ
う

ど
二
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
が
、

今
で
は
遺
族
の
な
か
に
は
、
死
亡

さ
れ
た
り
、
年
令
が
き
に
り
、
あ

る
い
は
再
婚
な
ど
に
よ
り
、
遺
族

年
金
や
公
務
扶
助
料
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
、
ま
た
、
初
め
か

ら
弔
慰
金
し
か
受
け
ら
れ
て
い
な

い
兄
弟
姉
妹
の
方
で
、
本
当
に
身

近
か
な
遺
族
で
あ
り
な
が
ら
、
国

か
ら
現
在
何
の
給
付
も
受
け
て
い

な
い
人
が
相
当
数
に
の
ぼ
つ
て
い

る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
終
戦

二
十
周
年
に
あ
た
っ
て
、
特
別
弔

慰
金
を
支
給
し
、
戦
没
者
な
ど
の

遺
族
に
対
し
改
め
て
弔
慰
を
表
す

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

法
律
が
第
四
十
八
回
国
会
で
き
ま

り
、
こ
の
た
び
実
施
さ
れ
た
も
の

一
、
特
別
弔
慰
金
が
受
け
ら
れ
る

遺
族過

去
に
遺
族
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
を
受
け
、
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
現
在
、
遺
族
年
金
、

遺
族
給
与
金
、
公
務
扶
助
料
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
方
が
支
給

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

な
お
、
そ
の
氏
の
ま
ま
で
再

婚
し
た
配
偶
者
や
弔
慰
金
を
受

け
た
遺
族
が
死
亡
し
た
り
、
国

籍
を
失
っ
た
り
し
た
場
合
な
ど

で
も
、
あ
と
に
戦
没
者
の
子
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
子
に
限
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

二
、
特
別
給
付
金
の
額
と
支
給
方

法
支
給
の
額
は
三
万
円
で
国
債

と
し
、
毎
年
一
回
づ
つ
十
年
以

内
に
償
還
さ
れ
ま
す
。

三
、
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続

該
当
さ
れ
る
方
は
、
左
記
日

程
の
と
お
り
受
付
け
を
し
ま
す

の
で
、
印
鑑
と
関
係
貸
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

７
月
2
3日
　
　
　
俵
山
支
所

７
月
2
6
日
　
　
　
通
　
支
所

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

夏
は
ス
リ
の
か
せ
ぎ
ど
き

夏
は
薄
着
に
加
え
て
、
暑
さ
の

た
め
に
注
意
力
も
に
ぷ
く
な
る
こ

と
か
ら
、
ス
リ
に
ね
ら
わ
れ
や
す

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

最
近
の
ス
リ
は
、
数
人
が
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
り
、
見
張
り
役
、
ス

リ
と
る
役
、
運
ぷ
役
な
ど
に
わ
か

れ
て
、
そ
の
方
法
は
巧
妙
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
混
雑
す
る
所
で

は
と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
　
混
雑
す
る
場
所
へ
は
大
金
を

持
だ
な
い
こ
と
で
す
。
ま
と
ま

っ
た
現
金
は
、
腹
巻
や
内
ポ
ケ

ツ
ト
な
ど
、
は
だ
身
近
く
に
し

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ン
ド
バ

ツ
ク
や
買
物
カ
ゴ
の
中
に
サ
イ

フ
を
入
れ
る
の
は
危
険
で
す
。

・
　
人
前
で
の
現
金
の
出
し
入
れ

は
、
ね
ら
わ
れ
ま
す
。
バ
ス
代

な
ど
の
小
銭
は
別
に
用
意
し
ま

し
よ
う
。

・
　

混
雑
す
る
場
所
で
、
こ
と
さ

ら
に
押
さ
れ
た
り
足
を
ふ
ま
れ

た
と
き
は
危
険
信
号
で
す
。
サ

イ
フ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
　
汽
車
の
窓
わ
く
に
か
け
た
上

着
や
、
寝
台
車
の
枕
も
と
に
置

い
た
衣
類
か
ら
、
サ
イ
フ
が
抜

き
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
現
金
は
必
ず
、
は
だ
身

近
く
に
し
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
　
乗
り
物
の
待
合
室
、
海
水
浴

場
の
休
け
い
所
な
ど
で
は
、
身

回
り
品
を
置
き
忘
れ
な
い
こ
と

で
す
。

わ
ず
か
の
用
だ
し
の
間
の
盗

難
も
ふ
え
ま
す
か
ら
、
交
替
で

見
張
る
な
ど
安
全
を
は
か
つ
て

く
だ
さ
い
、

個
人
住
宅
金
融
公
庫

貸
　
付
　
け

（
受
付
期
間
）

７
月
3
1
日
ま
で

（
受
付
場
所
）

山
口
銀
行
か
県
信
連
深
川
支
所

″
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
市
建
築
係
へ

高
圧
ガ
ス
販
売

主
任
者
の
試
験

（
試
験
場
所
）

筆
記
試
験
　
山
口
大
学
経
済
学
部

口
忤
試
験
　
山
口
県
庁
職
員
会
館

’
試
験
期
日
ｙ

筆
記
　
８
月
2
9
日
（
日
曜
日
）

口
答
　
８
月
3
0
日
（
月
曜
日
）

（
頤
ヱ‥受
付
期
闘
）

８
月
１
日
か
ら
８
月
1
4
日
ま
で

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商

工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね
の
こ
と
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な

子
へ
巡
回
診
療

（
と
き
）

８
月
７
日
午
前
九
時
か
ら
正

（
と
こ
ろ
）

長
門
市
役
所
会
議
室

（
診
療
医
）

鼓
ヶ
浦
学
園
医
師

（
対
象
者
）

満
十
八
才
末
満
い
か
ら
だ
の

不
自
由
な
人
。

善
意
銀
行
預
託
者

六
月
分

（
現

金

口

座

）

ミ

サ

、

Ｆ

江

、
Ｓ

子

、

伊

達

英

治

、
橋
本
フ
ジ
ノ
、
山
名
清
男
、
右

田
　
密
、
松
村
モ
ト
、
安
部
　
博

、
松
本
　
栄
、
黒
瀬
与
市
、
西
村

純

三

合

計
　

し

几
・
、

じ

七

五

円

（
物

品

口

座

）

金
子
和
子
　
周
東
英
雄
　
吉
村

力

、

永

井
　

定

、
伊

藤

源

司
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